
全⽇本学⽣ロードレース・カップ・シリーズ最終戦 明治神宮外苑⼤学クリテリウム 

第７回寬仁親王記念ワールドグランプリ国際⾃転⾞競技⼤会ロードレースラウンド 
２０１９年度 全⽇本学⽣ロードレース・カップ・シリーズ最終戦 

第14回 明治神宮外苑⼤学クリテリウム 
The 7th Prince Tomohito Memorial World Grand prix - Road Race Round 

U N I V E R S I T Y  S T U D E N T  C Y C L E  R O A D  R A C E  C U P  S E R I E S  -  F I N A L  R O U N D   
M E I J I - J I N G U  O U T E R  G A R D E N  U N I V E R S I T Y  C R I T E R I U M  

⼤ 会 概 要 書 OUTLINE OF THE EVENT  ver.1.3:20191228 
⽇  程/Date  ２０２０年２⽉２３⽇（⽇） 23 Feb. 2020 

会  場/Venue  明治神宮外苑外周コース   Meiji Jingu Gaien Public Road Circuit 
周  ⻑/Lap  １周1.5km   1.5km per lap 
主  催/Organizer ⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟  Japan Intercollegiate Cycling Federation 
後  援/Supporters 明治神宮外苑   Meiji Jingu Gaien    
    新宿区    Shinjyuku Board of Education 
    公益財団法⼈ ⽇本サイクリング協会 Japan Cycling Association 
    公益財団法⼈ ⽇本⾃転⾞競技連盟 Japan Cycling Federation 
会場警備/Traffic security 株式会社シミズオクト  Shimizu Octo Inc. 
協  ⼒/Cooperation 東京都⾃転⾞競技連盟  Tokyo Cycling Federation 
    シクロチャンネル  Ｋデザイン・カンパニー 
協  賛/Sponsors 井上ゴム⼯業株式会社   IRC TIRE  
    株式会社イノアックコーポレーション INOAC Corporation   
    株式会社⽇直商会  Nichinao Shokai       
    株式会社パールイズミ  ジブラルタ⽣命保険株式会社  

    株式会社オージーケーカブト 有限会社横尾双輪館 ほか（予定） 
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全日本学生ロードレース・カップ・シリーズ最終戦 明治神宮外苑大学クリテリウム  

式 次 第 
 開会式   １０時００分より スタート・フィニッシュ地点にて 
 開会宣⾔      ⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟学⽣委員⻑  
 主催者挨拶  村岡  功 ⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟会⻑   
 来賓挨拶・ ゲスト紹介 アムステルダム⼤学チームメンバー 
 全⽇本学⽣RCS⾨⽥杯返還 前年度RCS総合リーダー  
 選⼿宣誓      前回最上位校代表   
  
 表彰式・閉会式   １５時１０分より スタート・フィニッシュ地点にて 
 表 彰   午後の部各カテゴリ、⼤学対抗優勝杯贈呈、RCS総合 
 歓送のことば  井関康正 ⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟副会⻑   
 閉会宣⾔   松倉信裕 ⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟理事⻑ 
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Version20191228 時 程 表 / TIME TABLE
2⽉22⽇（⼟） 22 FEB SATURDAY

14:00-17:00 第10回⼤学⾃転⾞競技フォーラム東京「2021に向けて-その7」

仮題「BMXの発展×JKAの将来展望」
会場︓国⽴オリンピック記念⻘少年総合センター 
University Bicycling Forum TOKYO "Towords 2021 part 7"

2⽉23⽇（⽇） 23 FEB SUNDAY
6:00 会場設営開始/Course installation
7:30 競技役員・⽴哨役員集合打合/Commissaires & Marshalls meeting

9:00 交通規制開始/ Public traffic control start
09:00 - 09:30 参加選⼿受付・ゼッケン配布/Body Number distribution

10:00 開会式/Opening Ceremony
10:20 オープン&ウォームアップ・ライド/Open & Warm-up Ride  1.5km×5laps＝7.5km

10:50 タイムトライアル(⼩・中学⽣、ハンドサイクル、マスターズ） 1km×1 lap＝1km

TIME TRIAL (Kids, Master's, Handcycle)
11:15 男⼦⼤学⽣ グループ３ A組/Students Men Group-3A 1.5km×4laps＝6km

男⼦⼤学⽣ グループ３ B組/Students Men Group-3Ｂ 1.5km×4laps＝6km

男⼦⼤学⽣ グループ３ C組/Students Men Group-3C 1.5km×4laps＝6km

12:00 マスターズ・クリテリウム/Masters (over 30) Criterium 1.5km×8laps＝12km

12:20 表彰式（午前の部）Awards Ceremony
⽴哨員昼⾷(コース閉鎖) Lunch break / circuit close

13:00 男⼦⼤学⽣ グループ２ A組/Students Men Group-2 A 1.5km×8laps＝12km

13:25 男⼦⼤学⽣ グループ２ B組/Students Men Group-2 B 1.5km×8laps＝12km

13:50 ⼥ ⼦（学連登記選⼿+JCF登録競技者）/Women (JICF + JCF) 1.5km×8laps＝12km

14:20 男⼦⼤学⽣ グループ１（⼤学対抗） 1.5km×20laps＝30km

Students Men Group-1 (University Team Match)
15:10 表彰式・閉会式（午後の部、⼤学対抗、シリーズ総合）

Awards & Closing Ceremony
17:00 規制解除（予定︓早まる場合があります）/End of Public traffic control
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  テクニカル・ガイド 
v2019.12.25. 

⼤会⽇程 2020年2⽉23⽇（⽇）      （⾬天決⾏、積雪・路⾯凍結・荒天の場合中⽌） 
会  場 明治神宮外苑周回コース １周１.５㎞   （東京都新宿区・港区） 
⼤会主旨 本⼤会は、本年度全⽇本学⽣ロードレースカップ最終戦としてその総合優勝者を決定し、また

クリテリウムにおける⼤学対抗優勝校を決定する⼤会である。本⼤会は２００７年２⽉に⾸都
東京での初めてのクリテリウム⼤会として開催された「⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟創⽴７０周年
記念⾏事 明治神宮外苑学⽣⾃転⾞クリテリウム⼤会」を発展的に継承し、学⽣スポーツの
メッカである神宮外苑での学⽣⾃転⾞スポーツの振興普及を図るとともに、⽇本のサイクル・
スポーツ全般の振興と東京の都市⽂化醸成に寄与することを⽬的としつつ、更に将来学⽣⾃転
⾞競技者となる若年層の拡⼤に向けて、⼩・中学⽣ならびにその両親の年齢層にサイクル・ロー
ドレースの楽しみを体験する機会を提供することをも⽬指す。 

主催・主管 ⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟 
後  援   明治神宮外苑 新宿区  
  公益財団法⼈⽇本⾃転⾞競技連盟  公益財団法⼈⽇本サイクリング協会 （予定・順不同） 
会場警備   株式会社シミズオクト 
協  ⼒   東京都⾃転⾞競技連盟  シクロチャンネル  Kデザインカンパニー 
協      賛 株式会社⽇直商会  株式会社イノアックコーポレーション 井上ゴム⼯業株式会社 
 株式会社パールイズミ ジブラルタ⽣命保険株式会社 有限会社横尾双輪館  
 株式会社オージーケーカブト ほか（予定・順不同） 
競技規則  国際⾃転⾞競技連合(UCI)規則,(公財)⽇本⾃転⾞競技連盟競技規則,本⼤会特別規則による。 
競技種⽬および参加資格  
     （1.2.3.4.5.7.9.参加資格共通事項：本年度公益財団法⼈⽇本⾃転⾞競技連盟登録競技者） 
     （1.〜3.参加資格共通事項：⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟登記選⼿ 
 参加資格は参加申込時点のクラス区分による。但し参加申込後、本⼤会迄の⼤会においてクラ

ス３からクラス２に昇格したものは、本⼤会グループ２での発⾛とする） 
     （1.〜5.は競技⽤ロードレーサー使⽤のこと、6.８. は⾃転⾞の制限は特にありません） 
     1. ⼤学⽣男⼦⼤学対抗（グループ１） ２０周３０ｋｍ  
 本年度⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟加盟各校を代表する１校あたり２名から３名までの選⼿。 
 ただし⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟ロードカテゴリ１または２の選⼿に限る。 
 本連盟が招聘した海外⼤学チーム、１チームあたり２名から３名までの選⼿。 
 グループ１申込者に正当理由よる⽋場者がある場合、当⽇ゼッケン配布時に、グループ２参加

申込者より２名迄の補⽋を起⽤する事ができる。また、グループ１の参加者は１名のみ、グ
ループ２の参加申込者と交代することができる。その場合、当⽇のゼッケン配布時に選⼿交代
届を選⼿受付に提出すること。選⼿個⼈のゼッケン番号は、グループが⼊れ替わっても、変更
しないので注意すること。また、選⼿交代届については、あらかじめ学連ＨＰ上に⽤紙をアッ
プするので、プリントして当⽇に持参すること。２名未満のチームは参加することはできな
い。当⽇⽋場により２名未満となったチームはグループ２での出⾛を認める。 

     2.⼤学⽣男⼦グループ２      ８周１２ｋｍ   
       本連盟ロードカテゴリ・クラス１または２の選⼿。主催者招待によりオープン参加を認める。 
     3.⼤学⽣男⼦グループ３      ４周６ｋｍ  
      本連盟ロードカテゴリ・クラス３の選⼿。 
     4.⼥⼦クリテリウム      ８周１２ｋｍ  
     全ての（財）⽇本⾃転⾞競技連盟登録⼥⼦競技者。 
     5.マスターズ・クリテリウム    ８周１２ｋｍ 
 本年度 ⽇本⾃転⾞競技連盟登録選⼿（男⼥）で開催年1⽉1⽇時点で満30歳以上の者。 
       ただし、集団スタートロードレース⾛⾏経験者に限ります。 
     6.⼩・中学⽣タイムトライアル     １周１ｋｍ（銀杏並⽊Uターンなし） 
       ⼩・中学校年齢の児童・⽣徒で、ヘルメット＆グローブ着⽤・⾃分の⾃転⾞で参加できる者。 
     7.マスターズ・タイムトライアル    １周１ｋｍ（銀杏並⽊Uターンなし） 
 本年度 ⽇本⾃転⾞競技連盟通年登録選⼿（男⼥）で開催年1⽉1⽇時点で満30歳以上の者。 
     8.オープン＆ウォームアップ・ライド (レースではありません） ５周７．５ｋｍ  
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      ヘルメット＆グローブ着⽤・⾃分の⾃転⾞で参加できる者。 
  および上記１から9に参加するすべての者。 
     9.ハンドサイクル・タイムトライアル    １周１ｋｍ（銀杏並⽊Uターンなし） 
 本年度 ⽇本⾃転⾞競技連盟通年もしくは臨時登録競技者（男⼥） 
 各カテゴリとも上限概ね６０名（オープン＆ウォームアップ・ライドは概ね１００名）迄。 

 ⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟加盟各校については選⼿数に応じた⽴哨役員・競技役員と、⼤会本部⽤ 
   テントの供出を参加のための必要条件とする。 
   選⼿数    供出⽴哨役員数（東京および隣接県の学校）  供出⽴哨役員数（左記以外の学校） 
     １         ０                    ０ 
     ２〜３     １                    ０ 
     ４〜５     ２                    １ 
     ６〜７     ３                    １ 
     ８以上     選⼿２名につき１名            選⼿４名につき１名 
          （少数点以下切り捨て・最低数）       （同左） 
    ⽴哨役員は、コース上の指定された箇所（合計約１００カ所）に⽴ち、選⼿と⼀般客・歩⾏者と 
    の事故防⽌その他の安全管理にあたる。⽴哨役員は審判資格を必ずしも必要としないが、⾃転 
    ⾞競技に関する経験もしくは理解があり、⾃転⾞競技のスピード感や⾛⾏特性について体得し 
    ている,当年３⽉３１⽇時点で満１８歳以上の者とする。⽴哨役員・競技役員には、交通費等は⽀

給されない。 
・⼤会本部⽤テントの供出数 
⼤学対抗に出場する東京・埼⽟・千葉・神奈川の学校から各１張。テントの⼤きさは特に制限し
ないが、⼤きめのものを歓迎。供出するテントの⼤きさ・数を電⼦メールで事務局に連絡のこ
と。持参しない場合は１万円のペナルティーを課す。 

参加申込 参加を希望する選⼿は学連HP掲載の所定のエントリー⽤紙にて entry@jicf.info 宛申込の上、 
 参加費を1⽉23⽇(⽊)までに⽀払を済ませること。 
 振り込み先は ⻑野県労働⾦庫 諏訪湖⽀店 普通 9687405 ⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟 
 ⽀払が完了することで参加申込受付完了となる。納⼊した参加料は理由のいかんに関わらず返

却しない。正当な理 由なき⽋場者には、参加料と同額のペナルティーを課す。 
     • 参加料は、男⼦⼤学対抗グループ１参加チームは１チーム５万円、その他のカテゴリは本連

盟登記⼤学⽣6,000円、⼩・中学⽣ 500円（新宿区・港区在住もしくは在学の⼩中学⽣は300
円）、⼥⼦オープン8,000円、マスターズ・クリテリウム、マスターズ・タイムトライアル各
8,000円、但しマスターズ・クリテリウムとタイムトライアル２種⽬参加時は12,000円、オー
プン＆ウォームアップ・ライドのみの参加者は3,000円とする。 

 ハンドサイクル・タイムトライアルは8,000円とする。 
 •参加料には、駐⾞料⾦は含まない。 
 •⼤学対抗に出場する前年度上位８位までのチームの出場者はプログラムに記載する選⼿紹介

⽤の写真データを事務局にエントリー締切⽇までに送付のこと。顔写真は、ユニフォーム着⽤
で正⾯胸より上、サングラス不可、無帽で背景を⽩にして、データ容量５００KB以上のＪＥ
ＰＧデータにして、ファイル名に必ず⽒名を⼊れること。前年度、顔写真がプログラムに掲載
されている選⼿はユニフォームが変更になった場合を除き顔写真のデータを送る必要はない。      

 • グループ１に参加のチームは、プログラム広告を出すことができる。 
⼤会本部  聖徳記念絵画館正⾯スタート・フィニッシュ地点付近テント 
      開設時間 08:00-17:00  電話：０9０２２０７２３６９ 
選⼿受付  1.⼤会本部にて、9:00-9:30の間にライセンスを提⽰してゼッケンを受取るこ 
       と。（⼩・中学⽣、オープン＆ウォームアップ・ライドはライセンス不要） 
      2.選⼿は、各カテゴリー競技開始15分前迄に出⾛サインシートに出⾛サインを⾃署すること。 
事故措置  1.競技中発⽣した事故について参加者は⾃ら責任を負う。 
       主催者にて応急処置の体制は準備するが、以降は参加者の責任と費⽤負担にて対応の事。 
 2. 各⾃の責任において参加者⾃⾝の傷害保険に加⼊の事。 
       3.各選⼿は、健康保険証を必ず持参すること。 
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特 別 規 則 

第１条（個⼈順位） 
  最終周回のフィニッシュラインへの到達順位により順位を決定する。 
第２条（⼤学対校順位） 
  ⼤学⽣男⼦グループ１に出場の各校における上位者２名の順位合計の少ない学校順。   
  順位合計同等の場合はより上位者を有する学校。 
第３条（周回獲得、遅れ） 
  主集団の後尾に追いついた競技者は１周回先⾏したものとみなし、周回の優位性を認める。 
  原則としてメイン集団より遅れた２０名以下の集団の選⼿は直ちに失格とする。 
  認められる事故による遅れの場合、遅れ集団が２０名以上の場合はコミッセールの判断による。 
  競技を中⽌した選⼿は、コースから出て、速やかにゼッケンを外すこと。 
第４条（中間スプリント賞） 
男⼦⼤学⽣グループ１の５周回⽬、１０周回⽬、１５周回⽬終了時にフィニッシュラインを１位で通過
した者に中間スプリント賞として賞品を与える。 
また、⼥⼦及びマスターズについては４周回⽬終了時にフィニッシュラインを１位で通過した者に同じ
く中間スプリント賞として賞品を与える。 

第５条（事故） 
  認められる事故の場合、グループ1は最後の１０周、グループ2・⼥⼦・マスターズは４周、 
  グループ3は２周を除き、１周のニュートラリゼーションが認められる。 
  器材修理は、指定されたピット（S/F地点および銀杏通りUターン部）においてのみ認められる。 
第６条（飲⾷料補給） 
  飲⾷料の補給は認めない。 
第７条（⾃転⾞） 
  公道上を⾛⾏可能な装備を義務付ける。ベル、後⽅反射板もしくは反射テープも必須とする。 
第８条（無線装置） 
  競技者はレース中、無線装置の使⽤を認められない。 
第９条（ギア⽐） 
  ⼤学⽣ジュニア選⼿のギア⽐の制限は⾏わない。 
  タイムトライアルのジュニア、ユースのギア⽐はJCF規則による。 
第10条（賞典） 
  オープン＆ウォームアップ・ライド  参加者全員に参加賞（表彰式はありません） 
  ⼩中学⽣タイムトライアル   完⾛者全員にタイム証明書・参加者全員に参加賞（全員表彰台へ） 
  マスターズ・タイムトライアル 完⾛者全員にタイム証明書・参加者全員に参加賞（全員表彰台へ） 
  親⼦孫家族表彰  ⼩中学⽣＋マスターズ・タイムトライアル２名合計タイム最上位者に賞品 
  以下のカテゴリーは上位3位までを対象として準備が整い次第、表彰式を⾏う。 
  マスターズクリテリウム、⼥⼦クリテリウム、男⼦グループ１，２，３ 
             優勝者：賞状・賞品、第2-8位：賞状。 
  ⼤学対校順位     優勝校：賞状・賞品、第2-8位：賞状。 
  ⼤学⽣男⼦グループ３各組上位５％は、クラス２に昇格する。⼤学⽣男⼦グループ２各組 
  ならびに⼤学⽣男⼦グループ１に出⾛したクラス２の選⼿の最上位者はクラス１に昇格する。 
  ハンドサイクル 別途定める 
第11条（その他）  
  ボトル、⾷料の残り・包装等、固形物は、フィニッシュ地点およびピットにてチーム同僚が回収す 
  る場合のみ地⾯に静かに落とす事が認められる。それ以外の場所でのあらゆる固形物の投げ捨ては 
  コース内・外、レース中・外を問わず、４０００円のペナルティを科す。 
注意：⼤会要項は諸事情により変更される場合があるので、JICFウェブサイトを随時チェックすること。 
   問い合わせ先：⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟  
   電⼦メール：jicf@remus.dti.ne.jp（問い合わせ） 、 entry@jicf.info（エントリー） 
   ホームページ：http://jicf.info 
   〒160-0013東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号ジャパンスポーツオリンピックスクエア４０８ 
   電話・ファクシミリ ０３６８０４２３２９ 
  （電話は原則として毎週⽔曜１９時ー２１時の間のみの対応となります。 
   本連盟へのお問い合わせは電⼦mailにて御願いいたします） 
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チーム広告について 
A4 １／３⾴ グループ1⼤学対抗にエントリーされているチームは 

広告掲出をすることができます。 
広告料はグループ１エントリー料に含まれます。 

原稿：⾼さ８ｃｍ×幅１７ｃｍ  
データ形式：PDF、JPEG、イラストレーターのいずれか 

原稿提出期限：２０１９年１⽉２３⽇ 
広告データ納品先：arai-sho@knd.biglobe.ne.jp 

広告例：学連⼤学⾃転⾞部 
新⼊部員歓迎 
部⻑ XXXXXXX 
監督 XXXXXXX 
主将 XXXXXXX 
主務 XXXXXXX 

WEBサイト：XXXXXXXX 
連絡先：XXXXXXXXXXX

個⼈広告について 
⼀⼝ ２千円 なるべく複数⼝御願いいたします。 
⽒名のみプログラムに表⽰させていただきます。 
お申し込み期限：２０２０年１⽉２３⽇ 
お名前を電⼦メールで下記までお送りください。 

arai-sho@knd.biglobe.ne.jp 
⼊⾦先：三菱UFJ銀⾏（銀⾏コード０００５） 

渋⾕⽀店（⽀店コード１３５） 
普通預⾦０１５７３４４  

⼝座名 ⽇本学⽣⾃転⾞競技連盟 代表 倉⽥達樹 
ニホンガクセイジテンシヤキョウギレンメイ ダイヒョウ クラタタツキ
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